
正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

家庭ごみなどの持ち込み
　お盆の期間中は、環境センターへのごみの持ち込
みが多く、大変混雑します。次の事項に注意して、正
しい方法で持ち込んでください。
◆受付時間　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

　　午前9時～11時30分・午後1時～3時30分
　※�住所を確認できるものを持参してください。
　　（運転免許証、健康保険証、はがきなど）
◆�持ち込み方法　通常収集している各種類のごみ
は全て自己搬入できます。ごみステーションに
出すときと同じ方法であらかじめ分別してくだ
さい。分別できていないごみは受け付けできませ
ん。また、様々なものを多量に持ち込む場合、場
内で降ろすのに時間がかかります。後から来る人
を待たせないよう、ご協力をお願いします。

◆注意事項
　�○ダンボール箱に入れての搬入は不可。透明また

は半透明の袋を使用する。（新聞・雑誌、ダンボー
ルは、ひもで縛る）○缶、ビン、洗剤、塗料などで
中身のあるものの搬入は不可。使い切ってない
ガスボンベ缶、スプレー缶は、必ず中身を使い切
り、穴を開けずに持ち込む。

◆持ち込みできないもの（購入先・処理業者などに相談を）
　�○ガス類、液体もの（塗料液、油、灯油、ガソリン、
エンジンオイル、シンナー、洗剤液など）○薬物、
毒物、劇物、危険物など○注射針などの鋭利なも
の・感染性があるもの○産業廃棄物（石膏ボー
ド、業者が行った剪定ごみ・改装ごみなどの廃棄
物などを含む）○他の市町村から発生したごみ
○その他、町で処理できないもの（ソーラーシス
テム、耐火金庫、タイヤなど）
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